
植物体は赤褐色から黒褐色。茎は長さ1-5cmほど。植物体は長さ5-10mmと小さく、葉の縁はあま
り外曲せず、葉身細胞のトリゴンは巨大で細胞とほぼ同大で、表面に弱いベルカがある。花被がな
く、ペリギニウムがほとんど発達しない。亜高山帯以上の岩上や岩隙に密生する。

2019年の調査では未確認。現状不明。旧学名Marsupella commutata  (Limpr.) Bernet
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Gymnomitrion  commutatum  (Limpr.) Schiffn.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ミゾゴケ科

兵庫県ランク…コアミメミゾゴケ
環境省ランク… －


